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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　堆積させた後、乾燥させるフラックスであって、
　樹脂またはロジンの第１成分と、堆積させた後の乾燥後に柔軟性をもたらすのに有効な
量の第２成分とを含むフラックス。
【請求項２】
　第２成分が、ポリマーであるか、またはポリアミド、アクリル系、エチレンアクリル系
コポリマー、およびその混合物からなる群より選択される重合可能な物質である、請求項
１に記載のフラックス。
【請求項３】
　さらに、表面上での不必要な化学種の形成を低減するのに有効な量で存在する第３成分
を含む、請求項１に記載のフラックス。
【請求項４】
　さらに、表面上への堆積前または堆積後にフラックスを軟性にするのに有効な量で存在
する第４成分を含む、請求項３に記載のフラックス。
【請求項５】
　第３成分の量および第４成分の量が各々、フラックスの粘着性の度合いが制御されるよ
うに選択される、請求項４に記載のフラックス。
【請求項６】
　第１成分の量および第２成分の量が、独立して、接着性のフラックスがもたらされるよ
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うに選択される、請求項１に記載のフラックス。
【請求項７】
　温度表示薬として構成される着色剤をさらに含む、請求項１に記載のフラックス。
【請求項８】
　さらに、フラックスが感光性となるように選択される第５成分を含む、請求項４に記載
のフラックス。
【請求項９】
　請求項１に記載のフラックスでプレコートされた部品。
【請求項１０】
　請求項１に記載のフラックスを含む、プリント回路基板、光起電性リボン、または導電
体。
【請求項１１】
　上面にフラックスがプレコートされた部分を有する非環状断面を含む、請求項９に記載
の部品または請求項１０に記載の導電体。
【請求項１２】
　堆積させた後、乾燥させるロジンフラックスであって、
　ロジンと、
　堆積させた後の乾燥後にロジンフラックスを柔軟性にするのに有効な量のポリマー成分
とを含む、ロジンフラックス。
【請求項１３】
　さらに活性化剤、可塑剤、および着色剤の少なくとも１つを含む、請求項１２に記載の
ロジンフラックス。
【請求項１４】
　基板上へ堆積させた後、乾燥させるフラックスの塗布方法であって、
　柔軟性のフラックスを基材上に配設することを含み、該柔軟性のフラックスが第１成分
と、堆積させた後の乾燥後に柔軟性をもたらすのに有効な量の第２成分とを含む、基材上
へのフラックスの塗布方法。
【請求項１５】
　堆積させた後、乾燥させるフラックスの粘着性を制御する方法であって、
　前記フラックスは、樹脂またはロジンの第１成分と、堆積させた後の乾燥後に柔軟性を
もたらすのに有効な量の第２成分とを含み、
　所望のレベルの粘着性をフラックスに付与するためにフラックスに添加される有効量の
第３成分を選択することを含む、フラックスの粘着性を制御する方法。
【請求項１６】
　さらに、ポリアミド、アクリル系、エチレンアクリル系コポリマーおよびその混合物の
１種類以上を第２成分として選択すること、ならびに活性化剤を第３成分として選択する
ことを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　さらに、所望のレベルの粘着性をフラックスに付与するためにフラックスに添加される
有効量の第４成分を選択することを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　さらに、樹脂またはロジンを第１成分として選択すること、ポリアミド、アクリル系、
エチレンアクリル系コポリマーおよびその混合物の１種類以上を第２成分として選択する
こと、活性化剤を第３成分として選択すること、ならびに可塑剤を第４成分として選択す
ることを含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　第２成分は、フラックスを堆積させた後の乾燥後に該フラックスに柔軟性をもたらすの
に有効な量のポリマー成分を含み、さらに、
　活性化剤と、
　表面上への堆積前または堆積後にフラックスを軟性にするのに有効な量の可塑剤とを含
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む、請求項１に記載のフラックス。
【請求項２０】
　フラックスは粘着性のフラックスであり、
　第２成分は、ポリマー成分を含み、さらに、
　粘着性のフラックスに粘着性をもたらすのに有効な量の活性化剤と、
　粘着性のフラックスに粘着性をもたらすのに有効な量の可塑剤とを含む、請求項１に記
載のフラックス。
【請求項２１】
　フラックスは接着性のフラックスであり、
　第２成分は、ポリマー成分を含み、該樹脂および該ポリマー成分は各々、接着性のフラ
ックスをもたらすのに有効な量で存在し、さらに、
　活性化剤と、
　可塑剤とを含む、請求項１に記載のフラックス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に開示した技術の実施形態は、一般的にフラックスに関する。より詳しくは、
本明細書に開示した技術の実施形態は、塗布および乾燥後に柔軟性状態を維持するフラッ
クスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　背景
　はんだ材料にとって基材に濡れをもたらすのにフラックスが必要であるというのは、は
んだ付けプロセスの性質である。フラックスは、はんだと基材の両方において酸化物表面
層と反応し、それにより該酸化物表面層を除去する。これにより、リフロー中、清浄な金
属が提示されることが確実となるため、濡れおよびそれに伴う金属間形成が進行され得る
。
【０００３】
　フラックスは、一般的には液状物として提供され、リフロー前に金属表面上に塗装、噴
霧あるいは分注され得る。また、かかる液状フラックスは、金属表面がプレコートされる
ように使用され得る。この場合、フラックスは、使用前に金属上に堆積させ、乾燥させる
。このアプローチは、多くの場合でプレフォームに採用されている。
【発明の概要】
【０００４】
　概要
　第１の態様によれば、第１成分と、堆積後に柔軟性をもたらすのに有効な量の第２成分
とを含むフラックスが提供される。一部のある例において、フラックスは、接着性でもあ
り得る。特定のある例では、フラックスは、フラックスが添加される成分の表面上での不
必要な化学種の形成を低減、抑制または防止するのに有効な第３成分を含むものであり得
る。他のある例では、フラックスは、所望の表面上への堆積前または堆積後にフラックス
を軟化させるか、または可撓性にするのに有効な第４成分を含むものであり得る。第１、
第２、第３および第４成分の例示的な化合物は、後でより詳細に論考する。特定のある例
では、フラックスは、フラックスに所望の物理的または化学的特性をもたらす他の成分を
含むものであり得る。一部のある例において、第１、第２、第３または第４成分の量は、
フラックスの粘着性が制御されるように選択され得る。特定のある例において、第３成分
または第４成分の量は、所望の度合いの粘着性がもたらされるように選択され得る。
【０００５】
　別の態様によれば、ロジンと、堆積後にロジンフラックスを柔軟性にするのに有効な量
のポリマー成分とを含むロジンフラックスが開示される。特定のある例において、該ポリ
マー成分を樹脂またはロジンと混合または併用してフラックスが提供され得る。他のある
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例では、活性化剤、軟化剤、可塑剤などもまたポリマー成分、および任意選択で樹脂また
はロジンに添加してフラックスが提供され得る。一部のある例では、フラックスに所望の
物理的または化学的特性をもたらす他の成分が添加され得る。
【０００６】
　別の態様によれば、フラックスでプレコートされた部品が提供される。特定のある例に
おいて、部品上に塗布されるフラックスは、表面上への堆積後にフラックスを柔軟性にす
るのに有効な量のポリマー成分を含む。他のある例では、該部品上に塗布されるフラック
スは、第１成分と、フラックスを塗布して乾燥させた後にフラックスに柔軟性をもたらす
のに有効な量の第２成分とを含む。特定のある例では、該部品上に塗布されるフラックス
はまた、フラックスに所望の物理的または化学的特性をもたらすさらなる成分を含むもの
であり得る。
【０００７】
　さらなる態様によれば、フラックスと、該フラックスを使用するための使用説明書とを
備えたキットが提供される。特定のある例において、キットのフラックスは、表面上への
堆積後にフラックスを柔軟性にするのに有効な量のポリマー成分を含む。他のある例では
、フラックスは、第１成分と、フラックスを塗布して乾燥させた後にフラックスに柔軟性
をもたらすのに有効な量の第２成分とを含む。一部のある例では、キットはまた、フラッ
クスが塗布される１つ以上の部品を備えたものであり得る。特定のある例では、キットは
また、フラックスとの使用のためのはんだを含むものであり得る。
【０００８】
　別の態様によれば、上面に堆積された有効量の柔軟性のフラックスを含む電子部品が開
示される。一部のある例において、フラックスは、電子部品の表面上への堆積後にフラッ
クスを柔軟性にするのに有効な量のポリマー成分を含む。特定のある例では、フラックス
は、第１成分と、フラックスを塗布して乾燥させた後にフラックスに柔軟性をもたらすの
に有効な量で存在する第２成分とを含む。一部のある例では、電子部品上に堆積されたフ
ラックスはまた、フラックスに所望の物理的または化学的特性をもたらすさらなる成分を
含むものであり得る。
【０００９】
　さらなる態様によれば、プレフォームの作製方法が開示される。特定のある例において
、該方法は、柔軟性のフラックスを部品の表面上に堆積させることを含む。他のある例で
は、該方法はまた、堆積させたフラックスを乾燥させることを含むものであり得る。さら
なる例では、ホットメルトプロセスおよび／または溶媒乾燥プロセスが使用され得る。一
部のある例では、該方法は、さらに、プレフォームをパッケージングすることを含むもの
であり得る。プレフォームの作製に使用され得るさらなる工程は、後でより詳細に論考す
る。
【００１０】
　別の態様によれば、柔軟性のフラックスと、柔軟性のフラックスを電子部品または機械
部品などの部品に使用するための使用説明書とを提供することを含む、フラックスが塗布
された部品の作製を容易にする方法が提供される。特定のある例において、該方法は、さ
らに、柔軟性のフラックスおよび電子部品または機械部品などの部品との使用のためのは
んだを提供することを含むものであり得る。
【００１１】
　さらなる態様によれば、樹脂、フラックスの堆積後に該フラックスに柔軟性をもたらす
のに有効な量のポリマー成分、活性化剤、および可塑剤を含むフラックスが開示される。
例示的な樹脂、ポリマー成分、活性化剤および可塑剤は、本明細書に記載している。
【００１２】
　別の態様によれば、ロジン、フラックスの堆積後に該フラックスに柔軟性をもたらすの
に有効な量のポリマー成分、活性化剤、および可塑剤を含むフラックスが提供される。例
示的なロジン、ポリマー成分、活性化剤および可塑剤は、本明細書に開示している。
【００１３】
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　さらなる態様によれば、樹脂、フラックスの堆積後に該フラックスに柔軟性をもたらす
のに有効な量のポリマー成分、活性化剤、可塑剤、および着色剤を含むフラックスが開示
される。例示的な樹脂、ポリマー成分、活性化剤、可塑剤および着色剤は、本明細書に記
載している。
【００１４】
　別の態様によれば、ロジン、フラックスの堆積後に該フラックスに柔軟性をもたらすの
に有効な量のポリマー成分、活性化剤、可塑剤、および着色剤を含むフラックスが提供さ
れる。例示的なロジン、ポリマー成分、活性化剤、可塑剤および着色剤は、本明細書に記
載している。
【００１５】
　さらなる態様によれば、樹脂、ポリマー成分、活性化剤、および表面上への堆積前また
は堆積後にフラックスを軟性にするのに有効な量の可塑剤を含むフラックスが開示される
。例示的なロジン、ポリマー成分、活性化剤および可塑剤は、本明細書に記載している。
【００１６】
　別の態様によれば、ロジン、ポリマー成分；活性化剤、および表面上への堆積前または
堆積後にフラックスを軟性にするのに有効な量の可塑剤を含むフラックスが提供される。
例示的なロジン、ポリマー成分、活性化剤および可塑剤は、本明細書に記載している。
【００１７】
　さらなる態様によれば、樹脂、ポリマー成分、活性化剤、および粘着性フラックスに粘
着性をもたらすのに有効な量の可塑剤を含むフラックスが開示される。例示的な樹脂、ポ
リマー成分、活性化剤および可塑剤は、本明細書に記載している。
【００１８】
　別の態様によれば、ロジン、ポリマー成分、活性化剤、および粘着性フラックスに粘着
性をもたらすのに有効な量の可塑剤を含むフラックスが提供される。例示的なロジン、ポ
リマー成分、活性化剤および可塑剤は、本明細書に開示している。
【００１９】
　さらなる態様によれば、樹脂、ポリマー成分、粘着性のフラックスに粘着性をもたらす
のに有効な量の活性化剤、および可塑剤を含む粘着性のフラックスが開示される。例示的
な樹脂、ポリマー成分、活性化剤および可塑剤は、本明細書に記載している。
【００２０】
　別の態様によれば、ロジン、ポリマー成分、粘着性のフラックスに粘着性をもたらすの
に有効な量の活性化剤、および可塑剤を含む粘着性のフラックスが提供される。例示的な
ロジン、ポリマー成分、活性化剤および可塑剤は、本明細書に開示している。
【００２１】
　さらなる態様によれば、樹脂、ポリマー成分、活性化剤、および可塑剤を含む粘着性の
フラックスであって、該活性化剤および該可塑剤が各々、該粘着性のフラックスに粘着性
をもたらすのに有効な量で存在する粘着性のフラックスが開示される。例示的な樹脂、ポ
リマー成分、活性化剤および可塑剤は、本明細書に記載している。
【００２２】
　別の態様によれば、ロジン、ポリマー成分、活性化剤、および可塑剤を含む粘着性のフ
ラックスであって、該活性化剤および該可塑剤が各々、該粘着性のフラックスに粘着性を
もたらすのに有効な量で存在する粘着性のフラックスが提供される。例示的なロジン、ポ
リマー成分、活性化剤および可塑剤は、本明細書に開示している。
【００２３】
　さらなる態様によれば、樹脂、ポリマー成分（該樹脂および該ポリマー成分は各々、接
着性のフラックスをもたらすのに有効な量で存在する）、活性化剤、および可塑剤を含む
接着性のフラックスが開示される。例示的な樹脂、ポリマー成分、活性化剤および可塑剤
は、本明細書に開示している。
【００２４】
　別の態様によれば、ロジン、ポリマー成分（該ロジンおよび該ポリマー成分は各々、接
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着性のフラックスをもたらすのに有効な量で存在する）、活性化剤、および可塑剤を含む
接着性のフラックスが提供される。例示的なロジン、ポリマー成分、活性化剤および可塑
剤は、本明細書に開示している。さらなる特徴および態様は、後でより詳細に論考する。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　詳細な説明
　多くのフラックスに伴う問題点の１つは、堆積させたフラックスは、乾燥させると砕け
やすくなることである。塗装製品の輸送および取扱い時、フラックスは、磨耗または破損
することがあり得る。これは、はんだ付けプロセスの際の濡れ性の劣化をもたらし得る。
本明細書に開示したフラックス配合物の実施形態は、既存のフラックス塗膜のこれらの欠
点および他の欠点の少なくとも一部を解決する。また、処理プロトコルも本明細書におい
て開示する。
【００２６】
　特定のある例によれば、本明細書に開示したフラックスは、電子部品（プリント回路基
板など）、機械部品（配管用途に使用される銅パイプなど）または接合させることが必要
であり得る他の部品を組み立てるためのはんだ付け作業において使用され得る。特定のあ
る例では、フラックスは、半導体部品、光起電システム（例えば、太陽電池パネル）など
の組立て品に使用され得る。
【００２７】
　特定のある例によれば、本明細書に開示したフラックスの実施形態は、柔軟性のもので
あり得、所望の表面に接着するものであり得る。一部のある例では、柔軟性のフラックス
は粘着性であり得るが、他のある例では、柔軟性のフラックスは非粘着性であり得る。フ
ラックスの粘着性は、例えば、ＩＰＣ－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１
９９８年３月版）を用いて評価され得る。フラックスが粘着性となる度合いは、フラック
ス中の成分の適当な量を選択することにより制御され得る。より詳しくは、フラックスの
粘着性の度合いは、より詳細に後述するように、第３および第４成分の量に基づいて好都
合に制御され得る。フラックスの接着性が最小限であるか、またはフラックスが接着性で
ない例では、所望の表面上にフラックスを保持するために、接着剤が使用され得る。
【００２８】
　特定のある実施形態によれば、第１成分と、フラックスを塗布して乾燥させた後にフラ
ックスに柔軟性をもたらすのに有効な量の第２成分を含むフラックスが提供される。本明
細書で用いる場合、用語「柔軟性の」または「柔軟性」は、フラックスが、破断または亀
裂の発生なく容易に曲がる（または曲げられる）こと、変形することなどが可能なことを
いう。また、柔軟性は、支持物質上に堆積されたフラックス層の可撓性および接着性をい
う。柔軟性は、接着性の場合と同様の方法、例えば、ＡＳＴＭ　１６７６－０３（２００
３年版）を用いて評価され得る。
【００２９】
　特定のある例において、第１成分は樹脂であり得る。一部のある例では、樹脂は、酸性
、中性または塩基性であり得る。一部のある実施形態において、樹脂は天然の樹脂であり
得るか、または合成樹脂であり得る。天然樹脂と合成樹脂の組合せもまた使用され得る。
本明細書に開示したフラックスにおける使用のための例示的な樹脂としては、限定されな
いが、フェノール樹脂、熱硬化性樹脂、熱可塑性樹脂などが挙げられる。使用され得る他
の樹脂の例としては、限定されないが、ＴＡＣＯＬＹＮ　１０６５樹脂分散体、ＴＡＣＯ
ＬＹＮ　１０７０樹脂およびＦＯＲＡＬ　８５－５５ＷＫＸ樹脂（これらはまた、Ｈｅｒ
ｃｕｌｅｓ，Ｉｎｃ．，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，Ｄｅｌ．，ＵＳＡから入手可能である）
が挙げられる。シェラック（天然ゴムラック）、合成および天然のワックスもまた、単独
または他の物質と組み合わせて使用され得る。好適なさらなる樹脂は、本開示の恩恵を得
ることにより、当業者によって容易に選択されよう。
【００３０】
　他の実施形態において、フラックスの第１成分はロジンであり得る。ほとんどのロジン
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は、それ自体だけでは脆く、砕けやすい。本明細書に開示したフラックスの適当な量の第
２成分と併用すると、乾燥させたとき、フラックス配合物全体が柔軟性となる。一部のあ
る例では、ロジンは、酸性、中性または塩基性であり得る。一部のある実施形態において
、ロジンは天然の樹脂であり得るか、または合成ロジンであり得る。天然ロジンと合成ロ
ジンの組合せもまた使用され得る。
【００３１】
　例示的なロジンとしては、限定されないが、非変性ロジン、例えば、ガムロジン、トー
ル油ロジン、もしくはウッドロジンなど、あるいは変性または改変ロジン、例えば、重合
ロジン、水添ロジン、不均化ロジン、ロジンエステル、もしくはロジン変性樹脂などが挙
げられる。変性ロジンと非変性ロジンの組合せもまた使用され得る。好適な他のロジンと
しては、例えば、ロジンの酸付加物が挙げられる。
【００３２】
　特定のある例において、本明細書に開示したフラックスの第２成分は、典型的には、乾
燥後、柔軟性および／または高度に接着性である、例えば、ＡＳＴＭ　Ｔａｐｅ　Ｔｅｓ
ｔ　Ｄ３３５９－０２（２００２年版）に合格するフラックスがもたらされるように選択
される。特定のある例では、第２成分は、ポリマー、樹脂、アミド、アミン、硬化剤、お
よびその混合物から選択され得る。特定のある例では、塗布後に許容され得る高レベルの
延性を示すポリマーが、支持担持体において使用され得る。特定のある例では、該ポリマ
ーは、以下：ポリアミド樹脂（例えば、Ｖｅｒｓａｍｉｄ製品、供給元Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃ
ｏｒｐ．ＩＬＵＳＡ、Ｕｎｉ－Ｒｅｚ製品、供給元Ａｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ、
ＦＬ、ＵＳＡ）、アクリル樹脂（例えば、Ｐａｒａｌｏｉｄ樹脂、供給元Ｒｏｈｍ　＆　
Ｈａａｓ、Ｅｌｖａｃｉｔｅアクリル樹脂、供給元Ｄｕｐｏｎｔ）、ならびにエチレンア
クリル系コポリマー（例えば、ＡＣ－５１２０、供給元Ａｌｌｉｅｄ　Ｓｉｇｎａｌ、Ｎ
ｕｃｒｙｌ、供給元ＤｕＰｏｎｔ）のいずれか１種類以上から選択され得る。一部のある
例では、ポリアミド、アクリル系、エチレンアクリル系コポリマーおよびその高次同族体
の混合物が、第２成分として使用され得る。本明細書に開示したフラックスの第２成分と
しての使用のための好適なさらなる物質は、本開示の恩恵を考慮すれば、当業者によって
容易に選択されよう。
【００３３】
　特定のある例によれば、第１成分と第２成分の厳密な重量パーセンテージは、柔軟性の
フラックスが得られる限り可変的であり得る。第１成分の量を、フラックス配合物に使用
される第２成分の量および性質に基づいて変更することが望ましい場合があり得る。同様
に、第２成分の量は、存在させる第１成分の量に基づいて変更され得る。特定のある例で
は、約５重量パーセント～約９９重量パーセントの第１成分、より特別には約２５重量パ
ーセント～約９５重量パーセントの第１成分をフラックス配合物中に存在させる。本明細
書に記載のように、フラックス配合物の第２成分は、柔軟性のフラックスがもたらされる
のに有効な量で存在させる。特定のある例では、第２成分の量は、約１重量パーセント～
約８０重量パーセント、より特別には約５重量パーセント～約５０重量パーセント、例え
ば約１５重量パーセント～約３５重量パーセントの間で異なり得る。第１成分は、典型的
には、接着性、柔軟性、および／またはフラックス活性がもたらされるのに適当な量で選
択される。第２成分の量は、フラックス中に存在するその他の成分の性質に応じて、これ
らの例示的な範囲より多い場合、または少ない場合があり得る。
【００３４】
　特定のある例において、フラックスは、フラックスが添加される成分の表面上での不必
要な化学種の形成を低減、抑制または防止するのに有効な第３成分を含むものであり得る
。特定のある例では、第３成分は、抗酸化剤もしくは活性化剤であり得るか、または抗酸
化剤もしくは活性化剤を含むものであり得る。第３成分が抗酸化剤である例では、該抗酸
化剤は、フラックスが堆積される表面上での酸化物の形成を低減、抑制または防止するの
に有効な量で存在させる。例示的な抗酸化剤としては、限定されないが、アミン、フェノ
ール、アルデヒドとアミンの縮合生成物、クロム酸塩、亜硝酸塩、リン酸塩、ヒドラジン
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、およびアスコルビン酸が挙げられる。
【００３５】
　第３成分が活性化剤である例では、該活性化剤は、カルボン酸、スルホン酸、ホスホン
酸、リン酸エステル、アミノ酸、アルカノールアミン、ハロゲン化物含有化合物、および
その組合せである化合物に大別される１種類以上の化合物であり得る。本明細書に開示し
たフラックスにおける使用に適した例示的な活性化剤としては、限定されないが、カルボ
ン酸（アジピン酸、フマル酸、マレイン酸、マロン酸、グルタル酸　コハク酸、ｐ－ｔｅ
ｒｔ－ブチル安息香酸、トリメリット酸、トリメシン酸、ヘミメリト酸など）ハロゲン化
物イオン、アミンハロゲン化水素酸塩（ジメチルアミンハロゲン化水素酸塩、シクロヘキ
シルアミンハロゲン化水素酸塩、ジエチルアミンハロゲン化水素酸塩など）、非ハロゲン
化物イオン（二臭化スチレン、ジブロモブテンジオールなど）、長鎖脂肪酸（パルミチン
酸、ミリスチン酸、ステアリン酸など）、アミン（グアニジン、トリイソプロパノールア
ミン、アルキレンアミンなど）、アンモニウム塩（フルオロホウ酸塩および臭化物など）
、界面活性剤、脂質、脂肪、ワックスなどが挙げられる。他のある例では、１種類以上の
モノカルボン酸、ジカルボン酸またはポリカルボン酸が活性化剤として使用され得る。好
適な他の活性化剤としては、限定されないが、ケトカルボン酸、レブリン酸、スルホン酸
、ベンゼンスルホン酸、トルエンスルホン酸、ホスホン酸、ホスホノ酢酸、１－ヒドロキ
シエチリデン－１，１－ジホスホン酸およびフェニルホスホン酸が挙げられる。エステル
、例えば、脂肪族アルコール、脂肪族エトキシル化アルコール、芳香族アルコールまたは
芳香族エトキシル化アルコールを主成分とするリン酸エステル、モノリン酸エステル、二
リン酸エステルなどもまた活性化剤として使用され得る。一部のある例では、１種類以上
のアミノ酸が活性化剤として使用され得る。活性化剤として使用され得る例示的な他の化
合物としては、限定されないが、グリシン、アミノ酪酸、アミノ吉草酸、アルカノールア
ミン、トリイソプロパノールアミン、トリエタノールアミン、非ハロゲン化物イオン化合
物または有機ハロゲン化物、例えば、トランス－２，３－ジブロモ－２－ブテン－１，４
－ジオール、メソ－２，３－ジブロモコハク酸、５－ブロモサリチル酸、３，５－ジブロ
モサリチル酸、水溶性のモノおよびジブロモ化合物、ならびにハロゲン化物無含有水溶性
化合物が挙げられる。活性化剤としての使用に適したさらなる化合物は、本開示の恩恵を
考慮すれば、当業者によって容易に選択されよう。
【００３６】
　特定のある例において、フラックスは、支持（ｓｕｐｐｏｒｔｉｎｇ）活性化剤パッケ
ージの形態が採用され得る１種類以上の活性化剤を含むものであり得る。特定のある例で
は、支持活性化剤パッケージは、フラックスとともに使用されるはんだ材料に適切な１種
類以上の活性化剤を含むものである。特定のある例では、該活性化剤パッケージはまた、
はんだ付けされる基材および供される適用用途の電気化学的／腐食の必需品も含むもので
あり得る。
【００３７】
　特定のある例によれば、フラックスに使用される第３成分の量は種々であり得る。特定
のある例では、第３成分は、フラックスの総重量に対して約０重量パーセント～約３０重
量パーセント、より特別には約０重量パーセント～約２０重量パーセント、例えば約０重
量パーセント～約１０重量パーセントで存在する。第３成分の量は、典型的には、柔軟性
と活性がもたらされるように選択される。
【００３８】
　特定のある例において、第４成分は、１種類以上の可塑剤であり得るか、または１種類
以上の可塑剤を含むものであり得る。使用される厳密な可塑剤は、少なくとも一部は、第
１、第２および第３成分に選択する化合物に依存する。特定のある例において、好適な可
塑剤は、フラックス全体が軟性となるように、または可塑剤なしのフラックスよりも軟性
となるように選択され得る。本明細書に開示したフラックスにおける使用に適した可塑剤
の例示的な一般類型としては、限定されないが、フタレート系可塑剤、アジペート系可塑
剤、トリメリテート系、マレエート系、セバケート系、ベンゾエート系、エポキシ化植物
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油、スルホンアミド、有機リン酸エステル系、グリコール、ポリエーテルおよび種々のエ
チレンオキシド－プロピレンオキシド（ＥＯ／ＰＯ）コポリマーが挙げられる。本明細書
に開示したフラックスにおける使用に適した可塑剤の例示的具体例としては、限定されな
いが、テトラヒドロフルフリルアルコール、ビス（２－エチルヘキシル）フタレート（Ｄ
ＥＨＰ）、ジイソノニルフタレート（ＤＩＮＰ）、ビス（ｎ－ブチル）フタレート（Ｄｎ
ＢＰ、ＤＢＰ）、ブチルベンジルフタレート（ＢＢｚＰ）、ジイソデシルフタレート（Ｄ
ＩＤＰ）、ジ－ｎ－オクチルフタレート（ＤＯＰまたはＤｎＯＰ）、ジエチルフタレート
（ＤＥＰ）、ジイソブチルフタレート（ＤＩＢＰ）、ジ－ｎ－ヘキシルフタレート、ジメ
チルアジペート（ＤＭＡＤ）、モノメチルアジペート（ＭＭＡＤ）、ジオクチルアジペー
ト（ＤＯＡ）、トリメチルトリメリテート（ＴＭＴＭ）、トリ－（２－エチルヘキシル）
トリメリテート（ＴＥＨＴＭ－ＭＧ）、トリ－（ｎ－オクチル，ｎ－デシル）トリメリテ
ート（ＡＴＭ）、トリ－（ヘプチル，ノニル）トリメリテート（ＬＴＭ）、ｎ－オクチル
トリメリテート（ＯＴＭ）、ジブチルマレエート（ＤＢＭ）、ジイソブチルマレエート（
ＤＩＢＭ）、ジブチルセバケート（ＤＢＳ）、Ｎ－エチルトルエンスルホンアミド（オル
トおよびパラ異性体）、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）ベンゼンスルホンアミド（ＨＰ
　ＢＳＡ）、Ｎ－（ｎ－ブチル）ベンゼンスルホンアミド（ＢＢＳＡ－ＮＢＢＳ）、リン
酸トリクレジル（ＴＣＰ）、リン酸トリブチル（ＴＢＰ）、トリエチレングリコールジヘ
キサノエート（３Ｇ６、３ＧＨ）、テトラエチレングリコールジヘプタノエート（４Ｇ７
）、ニトロベンゼン、二硫化炭素ならびにサリチル酸β－ナフチル、クエン酸トリエチル
（ＴＥＣ）、アセチルクエン酸トリエチル（ＡＴＥＣ）、クエン酸トリブチル（ＴＢＣ）
アセチルクエン酸トリブチル（ＡＴＢＣ）、クエン酸トリオクチル（ＴＯＣ）、アセチル
クエン酸トリオクチル（ＡＴＯＣ）、クエン酸トリヘキシル（ＴＨＣ）、アセチルクエン
酸トリヘキシル（ＡＴＨＣ）、ブチリルクエン酸トリヘキシル（ＢＴＨＣ、トリヘキシル
クエン酸ｏ－ブチリル）、クエン酸トリメチル（ＴＭＣ）、ニトログリセリン（ＮＧ）、
ブタントリオールトリナイトレート（ＢＴＴＮ）、メトリオール（ｍｅｔｒｉｏｌ）トリ
ナイトレート（ＭＥＴＮ）、ジエチレングリコールジナイトレート（ＤＥＧＮ）、ビス（
２，２－ジニトロプロピル）ホルマール（ＢＤＮＰＦ）、ビス（２，２－ジニトロプロピ
ル）アセタール（ＢＤＮＰＡ）、２，２，２－トリニトロエチル２－ニトロキシエチルエ
ーテル（ＴＮＥＮ）、スルホン化ナフタレンホルムアルデヒド系物質、スルホン化メラミ
ンホルムアルデヒド（ｆｏｒｍａｌｄｅｈｙｅ）系物質、ならびにポリカルボン酸エーテ
ル、ジオクチルテレフタレート２，５－ジメチル－２，５ヘキサンジオール（ＤＯＴＰ）
が挙げられる。好適なさらなる可塑剤は、本開示の恩恵を考慮すれば、当業者によって容
易に選択されよう。
【００３９】
　特定のある例において、フラックス配合物に使用される第４成分の厳密な量は種々であ
り得、好ましくは、第４成分を含まないフラックスと比べたとき、当該フラックスを軟化
させるのに有効な量で存在させる。例示的な量としては、限定されないが、０重量パーセ
ント～約１５重量パーセント、より特別には約０重量パーセント～約１０重量パーセント
、例えば約０重量パーセント～約５重量パーセントが挙げられる。第４成分の量は、典型
的には、柔軟性がもたらされるように選択される。
【００４０】
　特定のある例において、フラックスは、フラックスに所望の物理的または化学的特性を
もたらす他の成分を含むものであり得る。例えば、フラックスは、フラックスがある一定
温度を超えたという視覚的フィードバックを提供する温度表示薬を含むものであり得る。
例示的な温度表示薬としては、限定されないが、Ｉｒｇａｌｉｔｅ　ｂｏｒｄｅａｕｘ（
Ｃｉｂａ　Ｇｅｉｇｙ（Ｔａｒｒｙｔｏｗｎ、ＮＹ））、Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ（Ｓｉｇｍａ
－Ａｌｄｒｉｃｈ（Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ、ＭＯ））、およびＩｒｇａｌｉｔｅ　Ｒｅｄ　Ｎ
ＢＳＰ（Ｃｉｂａ　Ｇｅｉｇｙ）が挙げられる。温度表示薬としての使用のための好適な
さらなる物質は、本開示の恩恵を考慮すれば、当業者によって容易に選択されよう。
【００４１】
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　特定のある例において、フラックスは、フラックスに所望の色を付与する染料または着
色剤を含むものであり得る。一部のある例では、フラックスは、表示（例えば、フラック
スの供給元がＦｒｙ’ｓ　Ｍｅｔａｌｓである）、フラックスの組成（例えば、含鉛フラ
ックス、無鉛フラックス、ハロゲン化物無含有フラックスなど）を提供するため、または
どの型のはんだをフラックスとともに使用すべきかの表示薬を提供するために、色で分類
され得る。一部のある例では、フラックスは、具体的な適用用途に関して色で分類され得
る。例えば、プリント回路基板用途における使用に適したフラックスは青、銅配管用途に
おける使用に適したフラックスは赤、ろう付け用途に適したフラックスは黄色とされ得る
。特定のある実施形態では、柔軟性のフラックスはすべて、かかるフラックスを従来の非
柔軟性のフラックスと識別するために第１の色で分類され得る。本明細書に開示したフラ
ックスにおける使用のための好適な着色剤を選択することは、本開示の恩恵を考慮すれば
、当業者の技能の範囲内である。一部のある例では、着色剤は、着色剤をＵＶ光源に曝露
することにより観察され得るようなＵＶ感受性またはＵＶ光を吸収するものであり得る。
例示的なＵＶ感受性着色剤としては、限定されないが、Ｂｌａｎｋｏｐｈｏｒ　ＳＯＬ（
Ｂａｙｅｒ）、Ｏｐｔｉｂｌａｎｃ　ＳＰＬ－１０（３　Ｖ　Ｉｎｃ．）およびＴｉｎｏ
ｐａｌ　ＳＦＰ（Ｃｉｂａ）が挙げられる。使用されるＵＶ感受性着色剤の厳密な量は種
々であり得、例示的な量としては、限定されないが、約０．０００５重量％～約１重量％
が挙げられる。
【００４２】
　特定のある例によれば、フラックスはまた、フラックスに所望の特性を付与する他の薬
剤を含むものであり得る。例えば、粘度調整剤、界面活性剤、チキソトロピー剤などがフ
ラックスに、所望の粘稠度または取扱い易さまたは所望の表面上へのフラックスの堆積を
助長する特性をもたらすために添加され得る。例示的な粘度調整剤としては、限定されな
いが、グリセロール、グリコール、スタビライト（ｓｔａｂｉｌｉｔｅ）、アルキルグリ
シジルエーテル、エチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、メタクリル酸ブチ
ル、および長石が挙げられる。一部のある例では、粘度調整剤は、少なくとも約２５，０
００ｇ／ｍｏｌ、より特別には少なくとも約５０，０００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するポ
リマーであり得る。例示的なチキソトロピー剤としては、限定されないが、クレイ、ゲル
、ゾル、ワックス、ポリアミド、酸化ポリエチレン、ポリアミド／ポリエチレン混合物な
どが挙げられる。
【００４３】
　特定のある例において、表面の濡れは、１種類以上のアニオン界面活性剤または他の水
溶性の表面活性剤の添加によって促進され得る。好適な表面活性剤の例としては、フッ素
系界面活性剤ならびに非イオン系、カチオン系および両性界面活性剤が挙げられる。一類
型としてのフッ素系界面活性剤は、強力な表面活性剤であり、非常に低濃度で有効である
。実際、界面活性剤は、一般的に、フラックスの２．０重量％未満の濃度で存在させる。
特定のある例では、界面活性剤の濃度は、フラックスの１．０重量％以下である。界面活
性剤の濃度は、フラックスが、はんだ付けされる表面の充分な濡れを可能にするが、はん
だ付け後に残留するフラックス残渣のレベルには実質的に寄与しないように選択され得る
。また、非イオン系、カチオン系および両性界面活性剤も使用され得る。例示的な界面活
性剤としては、限定されないが、Ｚｏｎｙｌ　ＦＳＮ　Ｆｌｕｏｒｏｓｕｒｆａｃｔａｎ
ｔ（パーフルオロアルキルエトキシレートと示される）（Ｅ．Ｉ．ＤｕＰｏｎｔ　ｄｅ　
Ｎｅｍｏｕｒｓ　＆　Ｃｏ．，Ｉｎｃ．から入手可能）、Ｆｌｕｏｒａｄ　ＦＣ－４３０
（脂肪族フッ素系ポリマーエステルと示される）（３Ｍの産業化学製品事業部から入手可
能）、およびＡＴＳＵＲＦフッ素系界面活性剤（Ｉｍｐｅｒｉａｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　
Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓから入手可能）が挙げられる。他の例示的な界面活性剤としては、
限定されないが、アルコキシシラン（ポリアルキレンオキシド変性ヘプタメチルトリシロ
キサン）、エーテル（アリルオキシポリエチレングリコールメチルエーテル、ポリオキシ
エチレンセチルエーテル）、ポリオキシエチレンソルビタンモノオレエート、エチレング
リコール系の水溶性エチレンオキシド付加物、プロピレングリコール系の水溶性エチレン
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オキシド－プロピレンオキシド付加物、ポリカルボン酸（少なくとも３個の炭素原子を有
するジカルボン酸）、カルボン酸二量体、カルボン酸重合体などが挙げられる。
【００４４】
　特定のある例によれば、フラックスはまた、少量の他の成分、例えば、殺生物剤、充填
剤、染料、起泡剤、消泡剤および安定剤などを含むものであり得る。使用されるこのよう
な他の薬剤の厳密な量は種々であり得、典型的には、フラックスの約１～２重量％未満で
ある。
【００４５】
　特定のある例によれば、フラックスには種々の形態、例えば、液状、ペースト状、固形
、あるいは他の形態が採用され得る。特定のある例では、フラックスは、該フラックスが
はけ塗り、コーティング、噴霧、吹き付け、ディップ塗布、ロール塗布など方法によって
堆積され得るようにパッケージングされたものであり得る。他のある例では、フラックス
は、フラックスの適用がペン先を表面と接触させることによってなされ得るようなペン型
デバイスにパッケージングされたものであり得る。一部のある例では、ペン型デバイスは
、表面と接触させる前にフラックスが溶融され得るような加熱された先端を含むものであ
り得る。特定のある例では、フラックスは、グルーガンと同様にデバイス内に負荷され得
、加熱後に所望の表面上に堆積され得る。本明細書に開示したフラックスを堆積させるた
めの適当な方法を選択することは、本開示の恩恵を考慮すれば、当業者の技能の範囲内で
ある。
【００４６】
　特定のある例によれば、本明細書に開示したフラックスは、２つ以上の接合部を接続す
る際に多くの種々の部品に使用され得る。例示的な適用用途としては、配管用途、ろう付
け用途、およびはんだ付け用途が挙げられる。具体的な適用用途の一例では、フラックス
は、電子部品および導電体、例えば限定されないが、光起電性のワイヤ、光起電性リボン
、およびプリント回路基板の相互接続部に使用され得る。特定のある例では、フラックス
は、２種類以上の物質を含む部品に使用され得る。例えば、フラックスは、内部側に第１
の物質および外部側に第２の物質を含む共押出しワイヤに使用され得る。他のある例では
、フラックスは、合金、積層体、複合材料、および２種類以上の物質を含む他の部品に使
用され得る。特定のある例では、本明細書に開示したフラックスはまた、シート状の金属
物体、例えば、食品用の缶、天井の雨避け（ｒｏｏｆ　ｆｌａｓｈｉｎｇ）、排水溝およ
び車両用ラジエータの接合部にも使用され得る。一部のある例では、本明細書に開示した
フラックスは、ジュエリーや小さい機械部品を組み立てるためのはんだ付け作業において
使用され得る。例えば、フラックスは、ステンドグラス作品における鉛ケイムや銅ホイル
を接合させるはんだ付けにおいて使用され得る。さらなる適用用途は、後でより詳細に論
考する。
【００４７】
　特定のある例によれば、本明細書に開示したフラックスは、保護塗膜として使用され得
る。例えば、機械部品または電子部品には、該部品表面の酸化を防止するためにフラック
スが塗布され得る。フラックスは、該部品を使用する前に除去してもよく、フラックスが
該部品の目的の機能に支障をきたさない場合は該部品上に残しておいてもよい。
【００４８】
　特定のある例によれば、本明細書に開示したフラックスは、層状に堆積され得る。特定
のある例では、２種類以上の異なる型のフラックスの層が堆積され得る。例えば、水溶性
のフラックスを湿潤環境から保護するため、水溶性フラックス上に非水溶性フラックスを
堆積させることが望ましい場合があり得る。各層の厳密な量は、フラックスを堆積させる
部品の総重量に対して約０．０１重量％から約１０重量％まで、より特別には約０．１重
量％から約５重量％まで種々であり得る。フラックスの層の総量は約０．２重量％から約
４重量％まで種々であり得るが、選択される量は、意図されるフラックスの適用用途に応
じて、より小さい、またはより大きい総厚が得られるように増減され得る。フラックスを
薄層状（例えば約２００ミクロン以下）で堆積させる例では、フラックス層は透明である
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のがよく、例えば、表面上の保護塗膜として使用され得る。接続または接合させる表面の
性質に応じて、必要とされるフラックスがより多く、またはより少なくなり得ることは、
本開示の恩恵を考慮すれば、当業者に認識されよう。例えば、材料が酸化に対して感受性
が最小限であるか、該感受性がない場合、表面上には、フラックスの分子層が１層または
いくつかの層が堆積され得る（例えば、減圧下などで）。
【００４９】
　特定のある例によれば、フラックス膜が提供される。特定のある例では、フラックス膜
は、フラックスを裏材または担持体上に所望の厚さまで堆積させることにより作製され得
る。乾燥後、該膜を裏材または担持体から剥離または取り除き、所望の表面上に堆積させ
てもよい。適用用途の一例では、該膜を表面に積層させ、複合体が形成され得る。例えば
、フラックス膜をプリント回路基板に積層させ得る。特定のある例では、フラックス膜を
撮像（ｐｈｏｔｏｉｍａｇｅ）するとフラックスパターンが作製され得る。電子部品は、
パターン形成されたフラックス上の所望の領域に配置され、次いで、はんだ付けされ得る
。
【００５０】
　特定のある例によれば、本明細書に開示したフラックスは、多くの種々の型の電子部品
および機械部品で使用され得る。特定のある例およびプリント回路基板を作製するために
使用されるはんだ付けプロセスでは、電子部品のリード線、例えば、金リード線または金
がコーティングされたリード線が基板内のホールに通され、基板の他方側の導電性接触部
と接触して配置され得る、および／またはリードレスチップ部品が基板の底面側に接着剤
でマウントされる。次いで、柔軟性のフラックスが噴霧またはウェーブ法によって基板に
適用され得る。フラックスは、酸化物を除去するため、および／または清浄化した金属表
面の再酸化を防止するために、基板の表面がコートされるように適用され得る。予備加熱
中、フラックスの流動体成分が蒸発あるいは除去され得、はんだ付けの際、第１成分およ
び任意選択で第２成分が性質の相変化を起こし得る（例えば、融解または粘度変化）。例
えば、ロジンまたは樹脂は、硬質で非粘着性の疎水性樹脂性層を形成し得る。かかる熱処
理により、高い表面絶縁抵抗がもたらされ得、これにより、導電性はんだ接合部の信頼性
が向上する。
【００５１】
　特定のある例によれば、本明細書に開示したフラックスは、延伸ワイヤで使用され得る
。延伸ワイヤは、慣用的なワイヤ延伸法を用いて作製され得る。例えば、金属を加熱し、
ダイを通して引き取られるか、または押出され得る。引き取られたワイヤは、ドラムの周
囲に巻き付けられ得る。連続してワイヤを延伸する構成では、ワイヤを連続様式で通す一
連のダイが使用され得る。各ダイ間への供給の問題は、各ダイ間にブロックを使用し、ワ
イヤが供給されると該ブロック周囲に巻き付けられ、次のダイへの補助がなされるように
することによって解決される。ブロックの速度は漸次増大させてもよく、その結果、延伸
による伸長が引き継がれ、滑り（あれば）が考慮される。延伸ワイヤは、コーティングま
たは絶縁体（例えば、ゴム、プラスチック）などで被覆してもよい。延伸ワイヤは、ソリ
ッド状であってもよく、線状であってもよい。ワイヤの選択した部分または表面を、本明
細書に開示したフラックスの１種類以上でプレコートしてもよい。あるいはまた、本明細
書に開示したフラックスは、エンドユーザーによる延伸ワイヤでの使用のために選択され
得る。一部のある例では、延伸ワイヤはプレコートされたものであり得、所望の形状に屈
曲され得る。
【００５２】
　特定のある例によれば、フラックスは、選択した表面上への堆積前または堆積後に混合
物が形成されるように、さらなる物質と併用される。好適なさらなる物質としては、限定
されないが、金属および金属合金、セラミックス、粉体、充填剤、粒子、結合剤、はんだ
合金などが挙げられる。一部のある例では、さらなる物質をフラックス中に混合し、次い
で該混合物を表面上に堆積させ得る。特定のある例では、フラックスコーティングを堆積
させ、次いで、かかるさらなる物質を含浸させ得る。
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【００５３】
　特定のある例によれば、フラックスが担持体内に負荷され、これを使用すると、所望の
表面へのフラックスの移行が助長され得る。例えば、フラックスは、細片形態の担持体内
に負荷され（例えば、テープのように）、はんだ付け前に該細片全体が接合部に巻き付け
られ得る。他の担持体媒体としては、限定されないが、スクリム、織物（ｗｅｂ）、メッ
シュ、ポリマー網目などが挙げられる。
【００５４】
　特定のある例によれば、本明細書に開示したフラックスは、プレフォームはんだを得る
ために使用され得る。プレフォームはんだには種々の形状、例えば限定されないが、ワッ
シャー、スリーブ、つば状および矩形が採用され得る。プレフォームはんだに好適なさら
なる形状および構成は、本開示の恩恵を考慮すれば、当業者によって容易に選択されよう
。
【００５５】
　特定のある例によれば、本明細書に開示したフラックスは、２つ以上の金属パイプを接
合するために使用され得る。例えば、飲用水の供給に一般に使用される銅パイプが、好適
なはんだ、例えば、無鉛はんだ（銀系はんだなど）とともに本明細書に開示したフラック
スを用いて接合され得る。特定のある例では、銅パイプは、はんだ付け前にエンドユーザ
ーがフラックスを添加する必要のないように、選択された部分（例えば、両端）がプレコ
ートされたものであり得る。他のある例では、銅パイプは外側表面全体がフラックスでプ
レコートされたものであり得、その結果、パイプを所望の位置で切断した場合、はんだ付
けされるパイプの末端は依然としてフラックスを含有している。他のある例では、フラッ
クスは、はんだ付け前にエンドユーザーによってパイプ上に塗布され得る。金属パイプを
接合するために本明細書に開示したフラックスを使用することは、本開示の恩恵を考慮す
れば、当業者の技能の範囲内である。
【００５６】
　特定のある例によれば、本明細書に開示したフラックスの柔軟性の性質により、非環状
の断面を有する部品で有用となる。例えば、ほとんどのワイヤは柱状形態であり、環状断
面を有する。環状断面には不連続表面がない。対照的に、四角形、三角形または他の非環
状の断面を有する部品は鋭角を有し得る。従来のフラックスでは、非環状断面を有する部
品に使用した場合、フラックス脆い性質のため剥離や亀裂の発生が生じ、有用性が示され
ていなかった。本明細書に開示したフラックスの柔軟性の性質により、角部分において実
質的にフラックスの剥離または亀裂が発生することなく、非環状の断面を有する部品での
塗布および使用が可能になる。該フラックスを非環状形状の部品で使用する場合、非環状
部品の表面積は環状部品の表面積と比べて大きい場合がある得るため、フラックスの使用
量を増大させることが可能であり得る。フラックスは、部品全体に塗布してもよく、部品
の一部分に塗布してもよい。星型形状、リボン形状、鋸歯形状などの他の形状にもまた本
明細書に開示したフラックスが使用され得ることは、本開示の恩恵を考慮すれば、当業者
に認識されよう。かかるさらなる形状は、本開示の恩恵を考慮すれば、当業者によって容
易に選択されよう。
【００５７】
　特定のある例において、フラックスは、後にプレス加工して最終形状が形成され得るは
んだ粉末用の結合剤として使用され得る。最終形状は、プレフォームはんだとして使用さ
れ得る。これは、複雑な網目形状の作製に使用される粉末冶金またはセラミックプレス加
工処理と類似している。
【００５８】
　特定のある例によれば、本明細書に開示したフラックスは、粉体塗装に使用され得る。
この結果物は、流動床ならびに浸漬手法などの物理蒸着の変形型によって得られ得る。か
かる粉体は、理想的には、強化はんだペースト配合物に適したものである。また、かかる
粉体を、粉末冶金に一般に使用される物質などの他の物質に含浸させてもよい。本明細書
に開示したフラックスを用いて粉体塗装するのに適当な手法を選択することは、本開示の
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恩恵を考慮すれば、当業者の技能の範囲内である。
【００５９】
　他の例によれば、本明細書に開示したフラックスには種々の形状が採用され得る。例え
ば、フラックスは球形態で、例えば、ボールグリッドアレーの球のための保護塗膜として
使用され得る。該フラックスは、一定の厚さを有する薄膜または種々の部分で種々の厚さ
を有する薄膜として使用され得る。該フラックスは、はんだ付け前に接合部周囲を覆うこ
とができる細片または小片の形態で使用され得る。かかる細片には、任意選択で、はんだ
細片を所定の位置に少なくとも一時的に保持するための接着剤などを含めてもよい。特定
のある例では、フラックスには、ＦＲＥＴ腐食（例えば、２つの表面が互いに擦れること
による腐食）による酸化を防止または低減するのに適した形態が採用され得る。
【００６０】
　特定のある例によれば、フラックスはまた、数多くの種々の電気製品、例えば限定され
ないが、テレビ、携帯電話、プリンター、車両用電子機器、航空機用電子機器、医療用電
子機器、光起電力電池、軍事用電子機器、ヒーターの導電体（リアウィンドウデフロスタ
）、フレキシブル回路および他の電子デバイスの作製において２つ以上の部品の接続が所
望され得る場合に使用され得る。
【００６１】
　特定のある例によれば、本明細書に開示したフラックスは、多くの種々の適当な方法を
用いて調製され得る。一例では、第１成分と第２成分を合わせ、溶融させる。特定のある
例では、第２成分は、第１成分の添加前に溶融され得る。次いで、第３および第４成分な
らびに任意選択でさらなる成分が第１成分と第２成分の混合物に添加され得る。フラック
スに液状形態が採用される適用用途では、種々の成分を溶媒、溶媒混合物または溶媒系に
添加し、該種々の成分を分散または溶解させることがあり得る。撹拌、振とう、ブレンド
、ボルテックス、加熱などを用いて、種々の成分が、選択した溶媒、溶媒混合物または溶
媒系に混合されるおよび／または溶解する速度を増大させ得る。
【００６２】
　特定のある例によれば、フラックス膜の作製方法が開示される。特定のある例では、該
方法は、フラックスを基材または鋳型に配設あるいは堆積させることを含む。堆積後、フ
ラックス膜を基材から剥がし、独立型フラックス膜を得てもよい。特定のある例では、フ
ラックスで被覆された金属膜が作製され得る。該金属膜は、例えば蒸着手法などの適当な
手法を用いて堆積され得る。他のある例では、金属粉末および合金を含有するフラックス
のワイヤが作製され得る。金属粉末および合金は、堆積前にフラックスと混合してもよく
、フラックスと金属粉末および合金がその場で混合されるような流れによって噴霧または
共噴霧してもよい。単独または金属もしくは合金を含むフラックス膜を作製するための好
適な手法は、本開示の恩恵を得ることにより、当業者に認識されよう。
【００６３】
　特定のある例において、フラックス膜は撮像されたものであり得る。一部のある例では
、１種類以上の金属充填剤を含むフラックス膜が撮像され得る。特定のある例では、種々
の量の粘着性を含むフラックス膜が提供される。一部のある例では、接着性部分が所望の
表面に配置または貼付され得るように、フラックス膜の一部分のみが粘着性および接着性
である。他のある例では、フラックス膜の一側面が粘着性であるフラックス膜が提供され
る。一部のある例では、フラックス膜の両側面が粘着性であり得る。特定のある例では、
フラックス膜の各側面の全部ではないが少なくとも一部分が粘着性であり得る。一部のあ
る例では、一側面の少なくとも一部または全部が粘着性であるが他方の側面は粘着性でな
いはんだプレフォーム（ｐｅｒｆｏｒｍ）が、本明細書に開示したフラックスを用いて作
製され得る。
【００６４】
　特定のある例によれば、本明細書に開示したフラックスの実施形態は、１種類以上の結
合剤（例えば、粉末、充填剤など）と混合されたものであり得る。特定のある例では、結
合剤は、フラックスが加圧下で圧密化されると結合剤がフラックスの結合に有効となるよ



(15) JP 5289328 B2 2013.9.11

10

20

30

40

50

うな有効量でフラックスと混合され得る。一部のある例では、結合剤はまた、離型剤とし
て、例えば、ダイへの付着を低減または防止するための離型剤としての機能を果たすよう
に選択され得る。好適な結合剤としては、限定されないが、ポリビニルアルコール、セル
ロース（メチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロースおよび他の同様の種）
、脂肪酸およびその誘導体（脂肪酸の金属塩およびポリマー）、ならびに天然および合成
ワックスが挙げられる。
【００６５】
　特定のある例によれば、フラックスの成分は、選択した溶媒中への所望の溶解性が付与
されるように構成され得る。特定のある例では、本明細書に開示したフラックス配合物は
、アルコール（イソプロパノールなど）または有機溶媒（塩化メチレン、クロロホルム、
ヘキサンなど）またはその混合物に溶解性であり得る。種々の固形分のかかるフラックス
の溶液が、はんだ材料のディップ塗布、噴霧、はけ塗り、蒸着あるいはコーティングに使
用され得る。本明細書に開示したフラックスの実施形態により、高い接着性がもたらされ
る。フラックスコーティングは、プレフォーム前駆物質に適用され得、例えば、細片状物
質をプレコートした後、プレフォームがスタンプ加工され得る。多くのプレフォームの幾
何学的構造では、これにより、コーティングされたプレフォームの作製において多大な有
益性がもたらされる。特定のある実施形態では、フラックスは、望ましくは、プレフォー
ム作製プロセスにおいて使用される他の洗浄用溶媒には不溶性である。フラックスのある
種の構成では、フラックスは、選択した溶媒に不溶性であり得、かかる選択した溶媒への
フラックスの懸濁は助長されるが溶解は助長されない。
【実施例】
【００６６】
　一部の具体的な配合物は、本明細書に開示した技術の多くの特徴および態様の一部をさ
らに説明するために、後でより詳細に論考する。実施例で使用した種々の成分は、数多く
の種々の供給元から入手され得る。Ｖｅｒｓａｍｉｄ　９４０およびＶｅｒｓａｍｉｄ　
７５０は、Ｃｏｇｎｉｓ（Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ、ＯＨ）から市販されたものである。Ｗ
Ｗ　Ｇｕｍ　Ｒｅｓｉｎは、ＰＤＭ（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ、ＤＥ）から市販されたもの
である。Ａｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、ＫＲ－６１０、およびＫＲ－６１３は、荒川化
学工業（日本）から市販されたものである。ＡＣ－５１２０樹脂は、Ｈｏｎｅｙｗｅｌｌ
（Ｍｏｒｒｉｓｔｏｗｎ、ＮＪ）から市販されたものである。Ｕｎｉｒｅｚ　２９２５は
、Ｕｎｉｃｈｅｍａ（Ｃｈｉｃａｇｏ、ＩＬ）から市販されたものである。アジピン（Ａ
ｄｉｄｐｉｃ）酸は、Ｐｆｉｚｅｒ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、ＮＹ）から
市販されたものである。スベリン酸は、Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ（Ｓｔ．Ｌｏ
ｕｉｓ、ＭＯ）から市販されたものである。シクロヘキシルアミンＨＣｌは、Ｕｂｉｃｈ
ｅｍ（ＵＫ）から市販されたものである。シクロヘキシルアミンＨＢｒは、Ｅｓｐｒｉｔ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｓａｒａｓｏｔａ、ＦＬ）から市販されている。ジフェニルグア
ニジンＨＢｒは、昭和化学工業（日本）から市販されたものである。
【００６７】
　実施例１
　柔軟性のフラックスを、Ｖｅｒｓａｍｉｄ　９４０、Ａｒａｋａｗａ　ＫＲ－６１０（
またはＡｒａｋａｗａ　ＫＲ－６１２）、アジピン酸酸およびスベリン酸を合わせること
により調製した。このフラックスを調製するために用いたプロセスは、以下のとおりとし
た。樹脂および／またはロジンの（ｏｒ）量を計量し、加熱ジャケットを取り付けた清潔
な混合槽に添加した。成分の過熱を回避するため、混合物をゆっくりと１３０～１４０℃
まで加熱した。樹脂の約半量が溶融したとき混合を開始した。樹脂は１３０～１４０℃で
完全に溶融した。所望量の有機酸を量り取り、固形物がすべて溶解するまで混合槽に添加
した。所望量の可塑剤（存在させる場合）を量り取り、混合槽に添加し、混合物を約１０
分間混合した。所望量のアミンハロゲン化水素酸塩を量り取り、混合槽に添加し、アミン
ハロゲン化水素酸塩が溶け、均一な混合物が得られるまで混合を行なった。得られた混合
物は保存容器に移すか、または金属リボンもしくはワイヤに塗布するために使用した。固
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化したフラックスは、使用前に再溶融させてもよい。また、固形フラックスを適当な溶媒
に溶解させ、フラックスを噴霧してプレフォーム、はんだ粉末、はんだホイル（プレフォ
ームをスタンピングするため）、複合金属リボン、固形はんだワイヤなどに塗布され得る
ようにしてもよい。
【００６８】
　この実施例のフラックスは、６３．７重量％のＶｅｒｓａｍｉｄ　９４０、２３．３重
量％のＡｒａｋａｗａ　ＫＲ－６１０、１０重量％のアジピン酸および３重量％のスベリ
ン酸を含むものとした。
【００６９】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった（ワイヤ屈曲試験に合格する
ことにより決定）。このフラックスは、ＩＰＣ－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．
４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、粘着性であった。
【００７０】
　実施例２
　柔軟性のフラックスを、Ｖｅｒｓａｍｉｄ　９４０、Ａｒａｋａｗａ　ＫＲ－６１０（
またはＡｒａｋａｗａ　ＫＲ－６１２）、アジピン酸、スベリン酸およびシクロヘキシル
アミンＨＣｌを合わせることにより、実施例１に記載のようにして調製した。このフラッ
クスは、６３．７重量％のＶｅｒｓａｍｉｄ　９４０、２１．３重量％のＡｒａｋａｗａ
　ＫＲ－６１０、１０重量％のアジピン酸、３重量％のスベリン酸および２重量％のシク
ロヘキシルアミンＨＣｌを含むものとした。
【００７１】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
粘着性であった。
【００７２】
　実施例３
　柔軟性のフラックスを、Ｖｅｒｓａｍｉｄ　９４０、ＷＷ　Ｇｕｍ　Ｒｏｓｉｎ、アジ
ピン酸およびスベリン酸を合わせることにより、実施例１に記載のようにして調製した。
このフラックスは、６５．７重量％のＶｅｒｓａｍｉｄ　９４０、２１．３重量％のＷＷ
　Ｇｕｍ　Ｒｏｓｉｎ、１０重量％のアジピン酸および３重量％のスベリン酸を含むもの
とした。
【００７３】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【００７４】
　実施例４
　柔軟性のフラックスを、Ｖｅｒｓａｍｉｄ　９４０、ＷＷ　Ｇｕｍ　Ｒｏｓｉｎ、アジ
ピン酸およびシクロヘキシルアミンＨＣｌを合わせることにより、実施例１に記載のよう
にして調製した。このフラックスは、６５．７重量％のＶｅｒｓａｍｉｄ　９４０、２２
．３重量％のＷＷ　Ｇｕｍ　Ｒｏｓｉｎ、１０重量％のアジピン酸および２重量％のシク
ロヘキシルアミンＨＣｌを含むものとした。
【００７５】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
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３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【００７６】
　実施例５
　柔軟性のフラックスを、Ｖｅｒｓａｍｉｄ　９４０、ＷＷ　Ｇｕｍ　Ｒｏｓｉｎ、アジ
ピン酸、スベリン酸およびシクロヘキシルアミンＨＣｌを合わせることにより、実施例１
に記載のようにして調製した。このフラックスは、６３．７重量％のＶｅｒｓａｍｉｄ　
９４０、２１．３重量％のＷＷ　Ｇｕｍ　Ｒｏｓｉｎ、１０重量％のアジピン酸、３重量
％のスベリン酸および２重量％のシクロヘキシルアミンＨＣｌを含むものとした。
【００７７】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【００７８】
　実施例６
　柔軟性のフラックスを、Ｖｅｒｓａｍｉｄ　９４０、ＷＷ　Ｇｕｍ　Ｒｏｓｉｎ、アジ
ピン酸、シクロヘキシルアミンＨＣｌおよびシクロヘキシルアミンＨＢｒを合わせること
により、実施例１に記載のようにして調製した。このフラックスは、６５．５重量％のＶ
ｅｒｓａｍｉｄ　９４０、２２．３重量％のＷＷ　Ｇｕｍ　Ｒｏｓｉｎ、１０重量％のア
ジピン酸、０．４重量％のシクロヘキシルアミンＨＣｌおよび１．８重量％のシクロヘキ
シルアミンＨＢｒを含むものとした。
【００７９】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【００８０】
　実施例７
　柔軟性のフラックスを、Ｖｅｒｓａｍｉｄ　９４０、ＷＷ　Ｇｕｍ　Ｒｏｓｉｎ、アジ
ピン酸、スベリン酸、シクロヘキシルアミンＨＣｌおよびシクロヘキシルアミンＨＢｒを
合わせることにより、実施例１に記載のようにして調製した。このフラックスは、６３．
５重量％のＶｅｒｓａｍｉｄ　９４０、２１．３重量％のＷＷ　Ｇｕｍ　Ｒｏｓｉｎ、１
０重量％のアジピン酸、３重量％のスベリン酸、０．４重量％のシクロヘキシルアミンＨ
Ｃｌおよび１．８重量％のシクロヘキシルアミンＨＢｒを含むものとした。
【００８１】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【００８２】
　実施例８
　柔軟性のフラックスを、Ａｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、Ｕｎｉｒｅｚ　２９２５、ア
ジピン酸、スベリン酸およびシクロヘキシルアミンＨＣｌを合わせることにより、実施例
１に記載のようにして調製した。このフラックスは、２１．３重量％のＡｒａｋａｗａ　
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ＫＥ－６０４、６３．７重量％のＵｎｉｒｅｚ　２９２５、１０重量％のアジピン酸、３
重量％のスベリン酸および２重量％のシクロヘキシルアミンＨＣｌを含むものとした。
【００８３】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【００８４】
　実施例９
　柔軟性のフラックスを、Ｖｅｒｓａｍｉｄ　９４０、Ａｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、
Ｖｅｒｓａｍｉｄ　７５０、アジピン酸、スベリン酸およびシクロヘキシルアミンＨＣｌ
を合わせることにより、実施例１に記載のようにして調製した。このフラックスは、１０
重量％のＶｅｒｓａｍｉｄ　９４０、３０重量％のＡｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、４５
重量％のＶｅｒｓａｍｉｄ　７５０、１０重量％のアジピン酸、３重量％のスベリン酸お
よび２重量％のシクロヘキシルアミンＨＣｌを含むものとした。
【００８５】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【００８６】
　実施例１０
　柔軟性のフラックスを、Ｖｅｒｓａｍｉｄ　９４０、Ａｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、
Ｕｎｉｒｅｚ　２９２５、アジピン酸およびジフェニルグアニジンＨＢｒを合わせること
により、実施例１に記載のようにして調製した。このフラックスは、１０重量％のＶｅｒ
ｓａｍｉｄ　９４０、２９重量％のＡｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、４７重量％のＵｎｉ
ｒｅｚ　２９２５、１０重量％のアジピン酸および４重量％のジフェニルグアニジンＨＢ
ｒを含むものとした。
【００８７】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【００８８】
　実施例１１
　柔軟性のフラックスを、Ａｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、ＡＣ－５１２０　Ｒｅｓｉｎ
、アジピン酸、スベリン酸およびシクロヘキシルアミンＨＣｌを合わせることにより、実
施例１に記載のようにして調製した。このフラックスは、２１．３重量％のＡｒａｋａｗ
ａ　ＫＥ－６０４、６３．７重量％のＡＣ－５１２０　Ｒｅｓｉｎ、１０重量％のアジピ
ン酸、３重量％のスベリン酸および２重量％のシクロヘキシルアミンＨＣｌを含むものと
した。
【００８９】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
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【００９０】
　実施例１２
　柔軟性のフラックスを、Ａｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、ＡＣ－５１２０　Ｒｅｓｉｎ
、アジピン酸およびスベリン酸を合わせることにより、実施例１に記載のようにして調製
した。このフラックスは、２２重量％のＡｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、６５重量％のＡ
Ｃ－５１２０　Ｒｅｓｉｎ、１０重量％のアジピン酸および３重量％のスベリン酸を含む
ものとした。
【００９１】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【００９２】
　実施例１３
　柔軟性のフラックスを、Ａｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、ＡＣ－５１２０　Ｒｅｓｉｎ
、アジピン酸、スベリン酸およびジフェニルグアニジンＨＢｒを合わせることにより、実
施例１に記載のようにして調製した。このフラックスは、２２重量％のＡｒａｋａｗａ　
ＫＥ－６０４、６１重量％のＡＣ－５１２０　Ｒｅｓｉｎ、１０重量％のアジピン酸、３
重量％のスベリン酸および４重量％のジフェニルグアニジンＨＢｒを含むものとした。
【００９３】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【００９４】
　実施例１４
　柔軟性のフラックスを、Ａｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、ＡＣ－５１２０　Ｒｅｓｉｎ
、アジピン酸、シクロヘキシルアミンＨＣｌおよびシクロヘキシルアミンＨＢｒを合わせ
ることにより、実施例１に記載のようにして調製した。このフラックスは、２２．３重量
％のＡｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、６５．５重量％のＡＣ－５１２０　Ｒｅｓｉｎ、１
０重量％のアジピン酸、０．４重量％のシクロヘキシルアミンＨＣｌおよび１．８重量％
のシクロヘキシルアミンＨＢｒを含むものとした。
【００９５】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【００９６】
　実施例１５
　柔軟性のフラックスを、Ａｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、ＡＣ－５１２０　Ｒｅｓｉｎ
、アジピン酸、スベリン酸、シクロヘキシルアミンＨＣｌおよびシクロヘキシルアミンＨ
Ｂｒを合わせることにより、実施例１に記載のようにして調製した。このフラックスは、
２１．３重量％のＡｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、６３．５重量％のＡＣ－５１２０　Ｒ
ｅｓｉｎ、１０重量％のアジピン酸、３重量％のスベリン酸、０．４重量％のシクロヘキ
シルアミンＨＣｌおよび１．８重量％のシクロヘキシルアミンＨＢｒを含むものとした。
【００９７】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
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３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【００９８】
　実施例１６
　柔軟性のフラックスを、Ａｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、ＡＣ－５１２０　Ｒｅｓｉｎ
、Ｖｅｒｓａｍｉｄ　７５０、アジピン酸、スベリン酸およびシクロヘキシルアミンＨＣ
ｌを合わせることにより、実施例１に記載のようにして調製した。このフラックスは、２
２重量％のＡｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、２０重量％のＡＣ－５１２０　Ｒｅｓｉｎ、
４３重量％のＶｅｒｓａｍｉｄ　７５０、１０重量％のアジピン酸、３重量％のスベリン
酸および２重量％のシクロヘキシルアミンＨＣｌを含むものとした。
【００９９】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【０１００】
　実施例１７
　柔軟性のフラックスを、Ａｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、ＡＣ－５１２０　Ｒｅｓｉｎ
、Ｖｅｒｓａｍｉｄ　７５０、アジピン酸およびスベリン酸を合わせることにより、実施
例１に記載のようにして調製した。このフラックスは、２２重量％のＡｒａｋａｗａ　Ｋ
Ｅ－６０４、２０重量％のＡＣ－５１２０　Ｒｅｓｉｎ、４５重量％のＶｅｒｓａｍｉｄ
　７５０、１０重量％のアジピン酸および３重量％のスベリン酸を含むものとした。
【０１０１】
　フラックスの弾性を、ワイヤを角度３６０°より大きく曲げること、ならびにワイヤを
３６０°より大きく捩じり、亀裂、層間剥離および接着について調べることにより試験し
た。この実施例のフラックスの弾性と接着性は良好であった。このフラックスは、ＩＰＣ
－ＴＭ－６５０　Ｍｅｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）で特性評価すると、
非粘着性であった。
【０１０２】
　実施例１８
　粘着性のフラックスは、適当な量のＡｒａｋａｗａ　ＫＥ－６０４、Ｖｅｒｓａｍｉｄ
　Ｖ－９４０、グルタル酸、シクロヘキシルアミンＨＢｒおよびテレフタル酸ジオクチル
を合わせることにより、実施例１に記載のようにして調製され得る。適当な量の各成分は
、１０～３０重量％のＡｒａｋａｗａ　ＫＥ～６０４、３０～６０重量％のＶｅｒｓａｍ
ｉｄ　Ｖ－９４０、０～１０％のグルタル酸、０．５％のシクロヘキシルアミンＨＢｒお
よび４～７％のテレフタル酸ジオクチルである。粘着性は、ＩＰＣ－ＴＭ－６５０　Ｍｅ
ｔｈｏｄ　２．４．４４（１９９８年３月版）に従って試験され得る。弾性は、実施例１
に記載のワイヤ屈曲試験を用いて試験され得る。
【０１０３】
　本明細書において開示した実施例の要素を紹介する際、冠詞「ａ」、「ａｎ」、「ｔｈ
ｅ」および「前記」は、該要素が１つ以上存在することを意味するものとする。用語「～
を備える／～を含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ／ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」および「～を有す
る」は、非限定的であること（ｏｐｅｎ－ｅｎｄｅｄ）が意図され、記載の構成要素以外
のさらなる構成要素が存在し得ることを意味するものとする。本開示の恩恵を考慮すれば
、当業者には本実施例の種々の構成要素は、他の例の種々の構成要素と互換可能または置
き換え可能であることが認識されよう。
【０１０４】
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　特定の態様、実施例および実施形態を上記に記載したが、当業者には、本開示の恩恵を
考慮すれば、開示した例示的な態様、実施例および実施形態に対する追加、置換、変形お
よび改変が可能であることが認識されよう。
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